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移
ら
ず
」
と
ま
で
評
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
田
文
鏡
と
は
李
衛
・
部
爾
泰
と
と
も
に
羅
正
帝
時
代
の
総
督
三
羽
烏
と
誼
わ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
羅
正
時
代
に
は
八
旗
制
度
の
大
幅
な
改
造
が
行
わ
れ
、
八
旗
人
の
中
で
も
特
に
花
氏
の
所
属
す
る
上
三
旗
人
は
軒
並
み
そ
の
地
位
や
特
権
を
剥
奪
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
諸
王
及
び
そ
れ
に
連
な
る
八
旗
人
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
羅
正
帝
の
政
治
的
な
意
図
が
あ
り
、
時
鐸
に
対
す
る
弾
劾
も
そ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
例
え
ば
時
爆
の
従
弟
の
時
捷
が
、
逆
臣
年
奨
尭
と
よ
し
み
を
通
じ
て
い
た
と
い
う
理
由
で
弾
劾
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
羅
正
帝
に
あ
っ
て
も
太
祖
ヌ
ル
ハ
チ
以
来
の
譜
代
の
臣
下
を
斬
殺
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ず
、
結
局
時
鐸
ら
は
帝
の
温
情
を
も
っ
て
罪
を
許
さ
れ
た
。
そ
の
背
後
に
は
諸
王
お
よ
び
上
三
旗
人
の
帝
に
対
す
る
根
強
い
抵
抗
が
あ
っ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
こ
れ
以
後
も
彼
ら
は
名
族
と
し
て
の
高
い
地
位
を
誇
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
『
清
史
稿
』
花
文
程
伝
の
末
尾
に
は
、文
程
曾
議
行
、
又
有
宜
清
、
乾
隆
問
、
官
盛
京
戸
部
侍
郎
。
四
世
諸
孫
建
盟
、
車
問
鹿
時
、
官
吏
部
侍
郎
、
皆
以
漢
軍
任
満
娘
、
一
時
稽
異
敏
云
。
と
あ
り
、
文
程
の
子
孫
た
ち
は
乾
隆
・
嘉
慶
年
間
に
至
る
ま
で
、
漢
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
満
放
に
任
じ
ら
れ
る
と
い
う
異
例
の
待
遇
を
受
け
た
と
い
う
。
こ
の
評
価
に
つ
い
て
は
別
途
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
以
上
見
た
よ
う
に
洛
陽
活
氏
は
明
代
以
来
の
名
族
と
し
て
、
ま
た
清
朝
に
お
い
て
は
八
旗
漢
軍
の
筆
頭
と
し
て
重
き
を
な
し
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
以
上
が
渚
陽
の
花
氏
の
概
略
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
彼
ら
の
祖
先
が
明
初
の
岳
に
と
ど
ま
ら
ず
、
宋
代
の
花
仲
流
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
例
え
ば
本
節
冒
頭
に
掲
げ
た
花
錦
伝
の
按
語
に
は
忠
宣
公
(
箔
純
仁
)
の
名
が
見
え
、
同
じ
く
文
程
の
列
伝
に
も
文
正
公
(
仲
掩
)
・
お
よ
び
忠
宣
公
の
名
が
見
え
る
。
こ
れ
は
と
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
の
事
実
お
よ
び
実
情
を
さ
ら
に
追
究
し
た
い
と
思
う
。
移
住
さ
て
、
溶
陽
活
氏
の
祖
先
は
北
宋
の
花
仲
海
に
あ
た
る
と
い
う
が
、
そ
の
問
の
事
情
を
も
う
少
し
詳
し
く
伝
え
て
い
る
の
が
次
の
『
家
乗
』
巻
二
二
(
碑
記
録
)
「
文
正
書
院
世
徳
源
流
碑
記
」
で
あ
る
議
按
譜
牒
、
我
遼
謹
一
支
、
出
自
忠
宣
公
子
子
儀
公
、
韓
正
園
、
累
官
刑
湖
漕
浬
使
。
宋
末
庖
従
隆
祐
太
后
至
江
西
、
卜
居
臨
川
。
三
僻
至
何
儒
公
、
諜
良
償
者
。
仕
民
泊
功
郎
、
自
臨
川
選
柴
平
。
因
世
矯
梁
平
人
。
何
儒
公
惇
六
世
、
至
景
申
公
、
詩
岳
者
。
明
洪
武
時
、
以
通
経
授
雲
夢
脈
丞
。
失
火
延
焚
巻
籍
、
調
成
遼
東
鴻
陽
中
衛
後
所
。
建
文
初
、
遇
赦
還
家
。
干
匡
十
七
公
、
誇
孝
文
者
、
留
洛
陽
。
匡
十
七
公
、
三
惇
而
至
溜
渓
公
、
議
鎗
者
。
登
E
徳
丁
来
遊
士
、
至
兵
部
尚
書
。
諮
撲
公
文
三
博
、
而
至
我
父
先
文
粛
公
、
詩
文
程
。
官
室
内
秘
書
院
大
磐
士
。
糊
厩
源
流
、
則
文
粛
公
、
僑
文
正
公
十
九
世
孫
、
而
賓
忠
宣
房
之
嫡
荷
也
。
先
是
、
櫨
模
公
益
仕
水
部
、
発
機
武
林
、
始
得
詳
縄
平
調
成
本
末
。
後
乃
建
大
司
馬
坊
於
其
邑
、
示
不
忘
本
云
。
至
先
文
粛
公
、
又
得
詳
姑
蘇
至
江
西
原
委
、
自
是
水
木
本
源
、
洞
然
明
白
。
順
治
年
、
予
告
後
、
擬
諦
命
南
蹄
、
謁
岡
上
家
。
初
志
未
遂
、
誇
諒
以
風
承
勅
兄
弟
。
而
仲
兄
忠
貞
公
、
随
撫
越
制
問
。
凡
三
過
呉
門
、
必
展
祭
先
向
。
見
其
推
日
幾
輩
、
租
像
不
蔽
風
雨
、
亙
質
度
材
問
襲
、
場
工
改
作
。
こ
れ
は
前
節
に
見
た
溶
陽
花
氏
の
子
孫
で
あ
る
沼
承
勲
の
筆
に
な
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
彼
ら
の
直
接
の
祖
先
は
純
仁
の
子
正
国
に
な
る
と
い
う
。
系
図
に
も
あ
る
よ
う
に
正
国
は
純
仁
の
第
五
子
で
、
父
の
蔭
に
よ
っ
て
官
僚
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
彼
は
恥
北
宋
末
に
隆
祐
太
后
に
付
き
従
っ
て
江
西
に
渡
り
、
そ
の
ま
ま
臨
川
池
に
住
み
着
い
た
と
い
う
。
隆
祐
太
后
と
は
北
宋
八
代
田
皇
帝
哲
宗
の
譜
皇
后
孟
氏
で
、
い
わ
ゆ
る
「
靖
康
の
変
」
の
の
ち
康
王
す
な
わ
ち
高
ι
宗
の
後
見
人
と
し
て
南
宋
初
め
の
政
治
史
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
制
演
じ
た
人
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
女
に
付
き
従
っ
た
正
国
も
時
当
然
南
宋
政
権
の
中
枢
に
上
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
『
花
忠
宣
公
集
』
補
編
に
収
め
ら
れ
る
彼
の
本
伝
(
「
宋
朝
請
大
夫
刑
湖
漕
運
使
贈
中
奉
大
夫
子
儀
公
侍
」
)
に
は
、
91 
公
議
正
圏
、
字
子
様
、
忠
宣
公
第
五
子
也
。
以
父
蔭
補
承
奉
郎
、
選
知
開
封
府
延
津
将
。
靖
康
之
靴
、
奉
生
母
組
太
宣
人
、
避
兵
奈
州
、
旋
丁
母
憂
。
建
炎
三
年
、
隆
祐
太
后
如
洪
州
、
公
以
椙
密
院
幹
緋
官
屋
従
。
累
官
至
朝
諦
大
夫
、
除
制
湖
北
路
漕
運
使
。
秩
満
嘗
入
観
、
歯
時
相
不
鋭
、
議
卜
居
臨
川
。
既
得
告
、
濁
念
先
世
租
壁
在
具
、
向
以
王
事
勤
労
、
未
逗
拝
省
、
返
以
乞
休
之
暇
至
呉
、
展
謁
基
下
。
過
疾
、
卒
於
天
平
山
白
雲
功
徳
寺
、
年
六
十
有
二
。
有
子
六
人
、
長
直
間
判
官
朝
奉
郎
、
居
臨
川
。
其
後
復
遣
が
議
平
、
遂
属
機
平
人
。
と
あ
り
、
結
局
彼
は
時
の
宰
相
と
合
わ
ず
に
辞
任
し
て
臨
川
に
引
き
こ
も
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
見
え
る
「
時
相
」
と
は
そ
の
時
期
や
政
治
状
況
か
ら
考
え
て
南
宋
初
期
の
宰
相
秦
檎
で
あ
ろ
う
が
、
い
わ
ゆ
る
「
元
祐
諸
公
」
の
子
孫
と
し
て
異
例
の
抜
擢
を
受
け
た
正
国
と
、
新
法
の
流
れ
を
汲
む
秦
槍
と
は
政
治
路
線
の
上
で
対
立
し
た
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
正
国
は
臨
川
に
家
を
備
え
は
し
た
が
、
結
局
最
後
は
本
貫
地
の
蘇
州
に
帰
り
そ
こ
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
た
だ
、
長
子
の
直
錫
は
臨
川
に
お
り
、
そ
の
子
孫
は
さ
ら
に
鏡
州
楽
平
県
に
移
っ
た
と
い
う
か
ら
、
正
国
の
直
系
子
孫
は
ず
っ
と
江
西
に
残
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
先
掲
史
料
「
文
正
書
院
世
徳
源
流
碑
記
」
に
も
正
国
の
曽
孫
良
備
が
臨
川
か
ら
楽
平
に
遷
っ
た
と
あ
り
、
ま
た
『
家
来
』
巻
二
四
(
流
寓
録
)
「
忠
{
一
旦
房
正
園
停
」
に
も
、
宋
靖
康
之
挫
、
畠
従
孟
太
后
、
至
江
西
、
遂
家
撫
州
臨
川
勝
。
生
六
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子
、
直
鋳
・
直
設
、
居
臨
川
、
直
卿
・
直
覚
・
直
端
、
蚤
亡
。
直
願
時
具
。
直
均
生
公
寧
・
公
康
・
公
泰
、
直
曲
耳
生
公
謙
・
公
鼎
、
公
寧
生
良
備
、
復
徒
鏡
州
換
平
豚
、
逐
分
局
酬
明
平
支
。
と
あ
る
。
そ
し
て
先
掲
「
文
正
書
院
世
徳
源
流
碑
記
」
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
こ
の
良
儲
か
ら
六
伝
し
て
岳
に
至
り
、
そ
の
岳
が
罪
を
犯
し
て
溶
陽
に
移
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
以
上
の
結
果
を
系
図
に
示
す
と
前
掲
図
ー
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
簡
単
に
言
早
え
ば
、
蘇
州
諸
氏
の
う
ち
純
仁
の
第
五
子
正
国
が
ま
ず
開
封
か
ら
江
西
撫
州
の
臨
川
県
に
移
り
、
そ
の
曽
孫
良
備
が
臨
川
か
ら
楽
平
に
移
り
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
六
遷
し
た
岳
が
渚
陽
に
移
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
蘇
州
の
沼
氏
と
藩
湯
の
沼
氏
と
は
江
西
の
沼
氏
(
E国
1
良
儲
)
を
介
し
て
系
譜
的
に
つ
な
が
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
系
図
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
良
備
と
岳
の
問
の
六
伝
が
全
く
不
明
で
あ
り
、
花
氏
の
根
本
史
料
た
る
『
家
乗
』
で
す
ら
確
認
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
沼
氏
が
江
西
に
移
住
し
て
か
ら
渚
陽
に
流
さ
れ
る
ま
で
の
約
二
百
年
あ
ま
り
の
動
向
が
ど
う
し
て
も
つ
か
め
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
江
西
と
溶
陽
を
つ
な
ぐ
重
要
な
論
拠
で
あ
る
「
文
正
書
院
世
徳
源
流
碑
記
」
は
溶
陽
側
(
沼
承
勲
)
の
主
張
で
あ
っ
て
、
蘇
州
な
い
し
は
江
西
側
の
積
極
的
な
主
張
で
は
な
い
。
加
え
て
、
渚
陽
側
の
主
張
す
る
先
の
系
譜
は
実
は
宋
元
時
代
か
ら
ず
っ
と
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
明
代
の
抽
出
そ
し
て
清
代
の
文
程
に
な
っ
て
は
じ
め
て
突
き
止
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
こ
う
し
た
点
を
勘
案
し
て
み
る
と
先
に
示
し
た
系
譜
が
果
た
し
て
本
当
な
の
か
、
実
は
そ
れ
は
故
意
に
狸
造
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
か
と
い
う
疑
い
が
極
め
て
濃
厚
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
明
も
っ
と
も
、
同
治
『
銭
州
府
志
』
巻
一
三
(
雑
類
士
山
一
)
「
壁
墳
」
に
は
、
「
園
朝
沼
司
馬
銀
租
墓
、
在
永
盤
郷
」
と
し
て
、
指
摘
聞
の
祖
先
の
墓
は
確
か
に
鏡
州
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
閉
じ
『
府
士
山
』
に
よ
れ
ば
、
楽
平
県
城
に
は
彼
に
ち
な
ん
だ
大
司
馬
坊
も
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
と
て
江
西
花
氏
と
謹
陽
活
氏
が
同
族
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
以
後
の
話
で
あ
っ
て
、
そ
の
由
来
が
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
蘇
州
・
江
西
・
溜
陽
三
者
が
い
か
な
る
経
緯
の
も
と
に
系
譜
の
接
合
に
成
功
し
た
の
か
を
よ
り
一
層
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
系
譜
が
本
当
に
真
実
を
語
っ
て
い
る
も
の
な
の
か
と
う
か
を
改
め
て
考
察
す
る
必
要
が
出
て
き
た
。
そ
こ
で
次
に
は
こ
の
よ
う
な
系
譜
が
い
っ
た
い
い
か
な
る
経
緯
の
も
と
で
判
明
し
た
の
か
、
そ
し
て
ま
た
そ
の
時
の
蘇
州
・
江
西
・
溶
陽
三
者
の
対
応
は
ど
う
だ
つ
た
の
か
を
探
っ
て
み
た
い
。
四
、
『
再
A
E
・-
さ
て
、
今
も
述
べ
た
よ
う
に
先
に
示
し
た
系
譜
は
宋
代
か
ら
連
綿
と
伝
わ
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
明
代
中
期
以
降
具
体
的
に
は
花
錦
お
よ
び
文
程
に
な
っ
て
は
じ
め
て
判
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
以
前
か
ら
溶
陽
沼
氏
と
蘇
州
あ
る
い
は
江
西
の
裕
氏
と
が
、
何
ら
か
の
交
流
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
こ
の
両
者
が
い
つ
い
か
な
る
場
面
で
接
触
を
持
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
諸
陽
側
の
働
き
か
け
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
家
乗
』
巻
五
、
苅
錦
伝
の
按
語
に
は
、
公
局
司
馬
、
婦
道
江
西
、
究
臨
川
先
系
。
至
曾
孫
文
粛
公
、
復
遺
仲
至
具
、
詳
選
呉
宗
系
、
而
藩
陽
之
譜
以
成
馬
。
と
あ
り
、
先
に
見
た
洛
陽
の
花
銀
が
帰
任
の
お
り
に
、
江
西
に
立
ち
恥
寄
っ
て
自
分
の
視
先
が
実
は
臨
川
県
の
人
で
あ
る
こ
と
を
究
明
し
、
ほ
さ
ら
に
文
粛
公
す
な
わ
ち
花
文
程
の
時
に
自
分
た
ち
が
蘇
州
の
花
氏
譜
と
同
援
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
て
溶
陽
活
氏
の
族
譜
を
完
成
さ
せ
夜
ポ
《
内
】
似
た
と
さ
れ
て
い
る
。
制
も
っ
と
も
、
は
じ
め
の
う
ち
は
彼
ら
洛
陽
の
花
氏
も
江
西
の
族
人
間
か
ら
は
全
く
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
『
家
乗
』
巻
五
、
花
文
程
伝
に
は
、
先
是
公
曾
祖
司
馬
公
、
嘗
留
書
江
西
族
入
、
稽
其
世
系
、
而
久
未
報
。
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公
復
走
使
至
臨
川
、
又
自
臨
川
至
呉
、
得
先
世
遜
徒
之
詳
。
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
苅
銀
が
江
商
の
族
人
に
手
紙
を
送
っ
て
世
系
を
調
べ
よ
う
と
し
た
が
、
江
西
側
か
ら
は
何
の
返
事
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
後
に
曽
孫
の
文
程
が
臨
川
に
使
い
を
や
り
、
さ
ら
に
蘇
州
へ
と
向
か
わ
せ
て
先
代
が
蘇
州
↓
江
西
↓
藩
陽
と
移
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
明
代
の
鍬
の
時
に
は
ま
だ
相
手
に
さ
れ
ず
、
清
朝
の
文
程
に
な
っ
て
よ
う
や
く
系
譜
の
接
合
に
成
功
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
次
の
文
章
は
、
そ
の
頃
文
程
が
鏡
州
楽
平
県
の
族
人
に
あ
て
た
書
信
(
同
治
『
鏡
州
府
志
』
巻
二
八
、
義
文
三
、
「
寄
宗
族
書
乙
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
憶
我
租
宗
一
徳
垂
祐
、
雨
慮
蕃
桁
。
自
前
書
組
以
下
、
寄
問
猫
遇
、
勝
五
十
年
来
、
音
信
隔
絶
。
躍
累
有
木
本
水
源
之
恩
、
只
在
影
響
間
而
巳
。
何
天
信
良
縁
、
至
有
今
目
。
因
託
撫
塞
李
延
訪
、
及
見
襲
来
家
譜
墓
誌
、
原
係
九
叔
租
詩
滑
者
、
於
高
暦
二
十
九
年
間
、
寄
港
陽
経
歴
司
呉
固
辞
梢
去
。
又
見
逮
年
書
信
、
皆
係
租
告
一
市
手
揮
、
種
種
在
目
、
親
族
加
視
。
可
勝
心
酸
、
向
只
擬
家
譜
失
亡
。
余
持
前
書
組
知
洛
陽
遺
愛
洞
、
井
巡
撫
寧
夏
碑
記
、
巳
尋
得
牧
存
。
今
因
便
中
、
一
切
脈
員
附
去
。
念
余
之
租
韓
澄
、
余
之
父
韓
楠
、
楠
之
下
五
子
、
即
余
之
幼
名
也
。
余
同
輩
兄
弟
下
、
向
有
二
輩
、
亦
詳
明
家
譜
中
央
ロ
諸
叔
兄
弟
、
未
経
叙
派
、
不
便
干
柄
。
候
異
日
沿
途
寧
靖
、
曾
曙
有
期
。
析
我
同
宗
原
諒
是
嘱
。
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(
思
え
ば
我
が
祖
宗
の
一
徳
が
、
江
西
・
溶
陽
の
両
処
に
茂
っ
て
い
ま
す
。
尚
書
祖
錨
の
頃
に
は
ま
だ
お
互
い
に
誼
を
通
じ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
五
十
年
ほ
ど
音
信
が
途
絶
え
て
お
り
ま
し
た
。
祖
先
を
思
い
お
互
い
を
慕
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
形
と
影
の
よ
う
に
か
す
か
な
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
天
の
ご
加
護
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
再
び
良
縁
に
恵
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
巡
撫
の
李
さ
ん
に
頼
ん
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
族
譜
や
墓
誌
を
見
た
と
こ
ろ
、
私
の
九
叔
祖
に
あ
た
る
沼
滑
な
る
者
が
、
万
暦
二
十
九
年
に
渚
陽
中
衛
の
経
歴
司
で
あ
る
呉
国
祥
な
る
者
と
一
緒
に
そ
ち
ら
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
古
い
昔
の
手
紙
を
見
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
は
み
な
我
が
祖
先
の
手
に
な
る
も
の
で
し
た
。
ほ
か
に
も
色
々
自
に
し
ま
し
た
が
、
ま
る
で
親
族
が
そ
こ
に
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
残
念
な
こ
と
に
、
そ
の
家
譜
は
今
は
な
く
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
た
だ
尚
書
祖
が
洛
陽
知
府
で
あ
っ
た
時
の
遺
愛
洞
と
寧
夏
巡
撫
で
あ
っ
た
時
の
碑
記
は
、
既
に
捜
し
あ
て
て
手
元
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
と
り
あ
え
ず
そ
の
す
べ
て
を
写
し
て
お
送
り
し
ま
す
。
私
の
祖
父
は
抱
澄
と
言
い
、
父
は
楠
と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、
楠
の
下
五
子
が
私
の
幼
名
で
す
。
ま
た
私
と
同
輩
行
の
者
た
ち
は
ま
だ
下
に
二
人
お
り
、
こ
れ
も
家
譜
の
中
で
明
ら
か
で
す
。
叔
父
の
輩
行
に
つ
い
て
は
ま
だ
盤
理
が
つ
き
ま
せ
ん
の
で
、
申
し
上
げ
な
い
で
お
き
ま
す
。
い
つ
か
往
来
が
自
由
に
な
れ
ば
、
お
会
い
で
き
る
目
が
来
る
で
し
ょ
う
。
一
族
の
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
)
《鈎】
と
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
李
と
は
活
文
程
と
同
じ
漢
軍
八
旗
人
李
朔
鳳
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
彼
は
順
治
二
(
一
六
四
五
)
年
か
ら
翌
三
年
ま
で
江
西
巡
撫
に
在
任
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
手
紙
も
そ
の
頃
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
文
程
は
清
室
が
北
京
に
入
城
す
る
や
、
さ
っ
そ
く
自
ら
の
ル
l
ツ
探
し
に
乗
り
出
し
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
藩
陽
と
江
西
の
沼
氏
は
明
の
沼
錦
以
来
音
信
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
証
拠
と
な
る
江
西
の
家
譜
は
な
く
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
す
る
江
西
側
の
反
応
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
掲
『
家
乗
』
沼
錦
伝
の
按
語
や
文
程
伝
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
結
局
江
西
の
花
氏
は
文
程
の
申
し
入
れ
を
受
け
入
れ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
家
譜
を
な
く
し
た
と
い
う
一
文
は
微
妙
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
見
て
も
や
は
り
先
に
示
し
た
系
図
が
故
意
に
作
為
さ
れ
た
疑
い
は
極
め
て
濃
厚
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
も
っ
と
も
、
渚
陽
側
の
ね
ら
い
は
単
に
江
西
の
花
氏
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
最
終
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
蘇
州
の
花
氏
に
あ
っ
た
。
先
の
『
家
乗
』
文
程
伝
に
「
文
程
は
江
西
に
使
い
を
や
り
さ
ら
に
蘇
州
へ
と
使
い
を
向
か
わ
せ
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
も
そ
れ
は
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
溶
陽
側
に
し
て
み
れ
ば
、
蘇
州
の
沼
氏
と
同
族
で
あ
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
そ
こ
か
ら
枝
分
か
れ
し
た
江
西
の
箔
氏
と
同
族
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
江
西
の
家
譜
を
な
く
し
た
と
い
う
一
節
は
、
非
常
に
深
い
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
藩
陽
側
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
蘇
州
沼
氏
は
ど
う
い
う
態
度
を
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
類
徴
』
巻
一
一
九
「
活
必
英
行
状
」
に
、
先
生
議
必
英
、
字
秀
賞
、
税
秋
様
、
一
腕
伏
庵
、
初
名
雲
威
。
・
先
生
生
十
有
一
年
而
孤
、
家
多
外
侮
、
又
以
飢
故
、
底
更
多
難
。
仲
恭
入
、
保
護
思
動
、
延
揮
碩
師
盆
友
興
居
慮
、
願
望
以
力
事
、
不
盛
其
家
、
先
生
感
屑
刻
苦
。
・
順
治
甲
午
、
抜
貫
入
太
宰
。
丁
酉
、
血
中
順
天
郷
試
、
以
恭
人
許
蹄
0
・
辛
丑
、
試
春
官
下
第
、
始
改
今
名
、
尋
以
奏
鍋
墨
語
訳
、
凡
七
年
而
牽
復
。
康
国
戊
午
、
被
薦
以
博
臼
干
潟
儒
徴
。
尋
授
翰
林
院
検
討
、
纂
修
明
史
。
別
子
之
在
措
陽
者
、
後
矯
文
繍
公
、
相
章
皇
帝
。
按
譜
系
、
知
先
生
族
父
行
。
嘗
迎
京
師
呈
第
中
、
執
檀
恭
甚
、
顧
不
願
久
留
。
文
繍
公
子
忠
貞
公
撫
爾
所
、
侍
郎
公
今
関
督
府
雲
賞
、
家
害
相
問
、
倶
不
干
以
他
語
。
惟
周
以
修
復
先
問
、
船
以
其
齢
贋
及
族
姓
而
巳
。
ほ
と
あ
り
、
彼
ら
も
積
極
的
に
諸
陽
側
と
接
触
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
譜
わ
か
る
。
こ
の
史
料
は
第
一
節
で
述
べ
た
花
允
臨
の
子
必
英
の
列
伝
わ
で
あ
る
が
、
彼
は
清
代
に
な
っ
て
何
度
か
科
挙
を
受
験
し
た
が
進
士
山
刊
に
な
る
こ
と
は
で
き
ず
、
最
後
は
康
照
十
七
(
戊
午
、
二
ハ
七
八
)
楠
年
の
制
科
に
応
じ
て
明
史
の
編
纂
に
携
わ
っ
た
人
物
で
あ
ふ
b
そ
し
て
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
は
北
京
滞
在
中
に
藩
陽
の
族
人
文
粛
公
(
花
文
程
)
の
邸
宅
を
訪
れ
た
り
そ
の
子
忠
貞
公
(
承
諜
)
、
侍
郎
公
(
承
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勲
)
と
手
紙
の
や
り
と
り
を
し
た
り
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
時
期
的
に
は
順
治
の
中
頃
か
ら
康
照
年
間
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
り
、
文
程
が
江
西
沼
氏
と
交
渉
し
て
い
た
時
期
と
重
な
る
か
や
や
あ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
す
る
記
事
は
『
家
乗
』
巻
四
(
宗
子
伝
)
の
必
英
伝
に
も
、
公
初
主
問
事
、
以
計
借
北
行
。
歳
庚
子
、
族
人
復
推
公
主
制
事
、
公
亦
慨
然
以
興
復
儀
任
。
歯
謹
陽
忠
貞
公
撫
所
過
蘇
、
重
新
文
正
書
院
、
以
其
事
関
公
。
於
是
次
第
経
営
、
規
模
宏
盤
。
と
あ
り
、
渚
陽
の
忠
貞
公
(
花
承
諜
)
が
文
正
書
続
を
重
建
し
た
お
り
に
、
改
め
て
そ
の
管
理
を
必
英
に
依
頼
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
庚
子
す
な
わ
ち
順
治
十
七
(
一
六
六
O
)
年
に
必
英
は
主
奉
に
再
任
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
承
設
が
漸
江
巡
撫
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
そ
の
八
年
後
の
康
問
毛
(
一
六
六
八
)
年
の
こ
と
で
あ
る
。
も
し
か
り
に
彼
ら
の
主
張
が
す
べ
て
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
蘇
州
・
渚
陽
両
者
は
、
活
正
国
の
移
住
以
来
実
に
五
百
数
十
年
ぶ
り
、
花
岳
の
摘
成
か
ら
数
え
て
も
二
百
数
十
年
ぶ
り
の
「
再
会
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。も
っ
と
も
先
掲
『
類
徴
』
必
英
伝
に
見
え
る
蘇
川
・
溶
陽
両
者
の
関
係
は
極
め
て
ド
ラ
イ
な
も
の
で
、
必
英
が
文
程
の
邸
宅
を
訪
問
し
た
時
に
は
あ
ま
り
長
居
を
せ
ず
、
ま
た
承
諜
ら
と
の
手
紙
の
や
り
と
り
に
お
い
て
も
蘇
州
に
あ
る
文
正
書
院
の
修
復
以
外
の
件
に
つ
い
て
96 
は
一
切
言
葉
を
交
わ
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
あ
た
り
の
よ
そ
よ
そ
し
さ
が
、
ま
た
両
者
の
微
妙
な
関
係
を
物
語
っ
て
余
り
あ
る
所
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
蘇
州
・
瀦
陽
そ
し
て
江
西
花
氏
に
よ
る
系
譜
の
接
合
は
単
に
藩
陽
側
の
一
方
的
な
押
し
付
け
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
蘇
州
・
江
西
・
渚
陽
三
者
少
な
く
と
も
蘇
州
.
藩
陽
両
者
l
の
積
極
的
な
合
意
の
も
と
で
行
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
の
後
蘇
州
花
氏
の
族
譜
で
あ
る
『
家
乗
』
に
は
「
溶
陽
支
」
と
し
て
正
式
に
渚
陽
花
氏
の
名
前
が
刻
ま
れ
、
彼
ら
は
蘇
州
沼
氏
と
同
族
で
あ
る
こ
と
を
史
乗
の
上
で
も
確
固
た
る
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
以
上
の
考
蓉
官
も
っ
て
し
で
も
蘇
州
・
溶
陽
両
沼
氏
が
本
当
に
岡
援
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
実
は
単
な
る
系
図
の
詐
称
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
点
は
今
も
っ
て
解
明
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
た
だ
、
一
つ
だ
け
言
え
る
こ
と
は
、
そ
の
内
実
は
と
つ
あ
れ
結
果
と
し
て
彼
ら
は
同
族
と
し
て
お
互
い
に
認
め
あ
い
、
し
か
も
そ
の
こ
と
を
彼
ら
の
族
譜
で
確
認
し
た
ば
か
り
で
な
く
正
史
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
こ
で
い
か
に
彼
ら
の
系
譜
が
偽
作
で
あ
る
か
を
証
明
し
、
あ
る
い
は
批
判
レ
ょ
う
と
し
て
も
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
あ
ま
り
意
味
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
間
題
の
背
後
に
は
単
な
る
系
譜
上
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
彼
ら
が
置
か
れ
た
立
場
2nv 
あ
る
い
は
社
会
的
状
向
か
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
何
故
彼
ら
は
そ
う
ま
で
し
て
同
族
で
あ
ろ
う
と
し
た
の
か
。
そ
し
て
ま
た
彼
ら
を
そ
こ
ま
で
駆
り
立
て
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
最
後
に
考
え
て
み
た
い
。
五
、
通
譜
前
節
ま
で
に
見
た
よ
う
な
同
姓
と
う
し
の
系
図
の
接
合
悪
く
言
え
ば
詐
称
は
、
何
も
花
氏
ば
か
り
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
当
時
一
般
に
見
ら
れ
る
現
象
だ
っ
た
。
顧
炎
武
『
日
知
録
』
(
巻
二
三
「
通
譜
」
)
に
よ
れ
ば
中
国
で
は
こ
れ
を
「
通
譜
」
な
い
し
は
「
合
族
」
と
呼
び
、
両
晋
南
北
朝
ご
ろ
か
ら
頻
繁
に
見
ら
れ
る
現
象
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
そ
の
一
節
に
よ
れ
ば
、
近
日
同
姓
通
語
、
最
属
鹿
雑
。
其
貿
皆
植
識
営
私
、
得
意
図
害
民
之
事
、
宜
殿
員
之
禁
。
欲
合
宗
者
、
必
上
之
於
官
、
使
譜
悉
古
今
者
、
震
之
考
定
、
歳
終
以
建
躍
部
、
而
類
奏
行
之
。
其
不
精
而
私
通
者
、
照
之
日
商
、
然
後
可
革
其
弊
。
と
あ
り
、
近
日
す
な
わ
ち
顧
炎
武
が
生
き
た
明
末
そ
し
て
清
初
に
は
そ
の
風
習
が
最
も
甚
だ
し
く
、
そ
れ
ら
は
み
な
「
植
党
営
私
」
党
派
を
作
り
私
利
を
む
さ
ぼ
る
行
為
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
一
方
、
近
年
岸
本
美
緒
氏
は
社
会
秩
序
の
側
面
か
ら
こ
の
時
期
に
お
け
る
結
社
・
結
党
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
う
し
た
現
象
は
、
安
定
し
た
郷
村
秩
序
の
解
体
の
中
か
ら
析
出
さ
れ
て
き
た
バ
ラ
バ
ラ
の
個
人
が
競
争
的
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
新
し
い
客
観
的
な
全
体
秩
序
の
構
築
と
い
う
よ
り
先
に
、
血
縁
的
一
体
感
に
よ
っ
て
結
【
mv
び
つ
い
た
人
間
関
係
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
そ
の
現
れ
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
ロ
氏
の
研
究
は
必
ず
し
も
「
通
譜
」
や
宗
族
の
問
題
を
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
明
末
の
危
機
的
な
状
況
の
中
で
人
々
が
い
か
に
行
動
し
た
か
、
そ
し
て
そ
の
中
で
血
縁
か
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
か
を
知
る
上
で
極
め
て
示
唆
に
富
む
見
解
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
当
時
の
人
々
が
取
っ
た
行
動
に
対
す
る
顧
氏
と
岸
本
氏
と
の
評
価
は
、
全
く
正
反
対
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
両
氏
の
生
き
た
時
代
背
景
や
視
点
・
立
場
の
違
い
は
別
と
し
て
、
「
通
譜
」
と
い
う
よ
う
な
問
題
が
、
明
末
社
会
の
持
つ
流
動
性
な
い
し
は
危
機
的
な
状
況
の
中
で
人
々
が
選
択
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
お
い
て
は
、
両
氏
と
も
に
共
通
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
花
氏
の
場
合
に
も
、
船
基
本
的
に
は
そ
う
し
た
危
機
的
な
社
会
状
況
の
中
で
起
き
た
で
き
ご
得
と
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
譜
さ
て
、
そ
う
し
た
一
般
的
状
況
の
中
で
、
さ
ら
に
蘇
州
・
渚
陽
両
鳩
花
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
ま
ず
、
蘇
州
花
氏
刊
の
場
合
に
は
明
一
代
を
通
じ
て
朝
廷
か
ら
厳
し
い
扱
い
を
受
け
、
か
側
の
有
名
な
沼
氏
義
荘
も
没
官
に
よ
っ
て
三
分
の
こ
を
な
く
す
と
い
う
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
第
二
節
に
掲
げ
た
『
家
乗
』
花
惟
一
伝
に
よ
れ
ば
嘉
靖
年
間
に
は
王
儀
の
均
賦
改
革
に
よ
っ
て
義
荘
の
97 
賦
役
負
担
が
か
さ
ん
だ
と
あ
り
、
義
荘
は
か
な
り
厳
し
い
経
営
に
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
じ
く
前
掲
『
尭
峯
文
紗
』
巻
一
O
、
花
允
臨
墓
誌
の
続
き
に
は
、
先
是
、
文
正
公
置
開
族
義
田
三
十
頃
、
延
至
明
之
中
世
、
僅
存
三
分
之
一
。
願
文
困
於
賦
重
、
歳
所
入
不
足
以
支
、
幾
蓋
腹
実
。
公
別
措
骨
映
十
頃
佐
其
入
然
後
有
羨
粟
、
以
及
族
人
、
其
田
卒
得
不
腰
。
と
あ
り
、
は
じ
め
は
三
十
頃
あ
っ
た
義
回
も
明
の
中
期
に
は
そ
の
三
分
の
一
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
残
り
の
分
す
ら
も
重
い
賦
役
の
負
担
に
よ
っ
て
苦
し
い
運
営
を
迫
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
こ
で
官
僚
と
な
っ
た
允
臨
が
回
十
頃
を
寄
付
し
て
何
と
か
義
荘
の
運
営
を
維
持
し
て
い
た
も
の
の
、
往
年
の
よ
う
な
賑
値
は
到
底
望
め
な
い
状
態
だ
っ
た
と
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
状
態
は
清
代
に
な
っ
て
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
先
掲
『
家
乗
』
必
英
伝
の
前
に
キ
ふ
、
初
文
正
義
回
、
至
明
中
葉
、
底
有
存
者
、
参
議
公
佐
以
善
田
十
頃
、
子
孫
始
梢
檎
取
給
。
然
執
事
非
其
人
、
牢
多
侵
漁
、
義
津
徴
而
洞
字
亦
傾
把
弗
治
。
と
あ
り
、
せ
っ
か
く
参
議
公
(
允
臨
)
が
回
産
を
寄
付
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
義
荘
の
責
任
者
が
社
撰
な
経
営
を
行
っ
た
た
め
に
そ
の
運
営
は
益
々
悪
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
清
朝
の
中
枢
部
に
位
置
す
る
藩
陽
の
沼
氏
と
手
を
結
ぶ
こ
と
は
決
し
て
悪
い
選
択
で
は
な
く
、
む
し
ろ
義
荘
の
再
生
98 
に
つ
な
が
る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
・
つ
ま
で
も
な
い
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
蘇
州
側
の
必
英
が
桐
堂
の
修
復
を
わ
ざ
わ
ざ
溶
陽
側
に
依
頼
し
た
理
由
も
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
蘇
州
の
祐
氏
は
藩
陽
花
氏
と
い
う
絶
好
の
カ
l
ド
を
利
用
し
て
彼
ら
を
自
ら
の
同
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
引
き
込
み
、
一
族
の
危
機
脱
出
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
荒
廃
し
た
蘇
州
の
洞
堂
は
、
活
文
程
・
承
諜
・
承
勲
の
溶
陽
父
子
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
復
《筏》
興
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に
危
機
的
な
状
況
の
中
で
沼
氏
が
自
ら
選
択
し
た
結
果
で
あ
り
、
こ
れ
を
機
に
蘇
州
の
沼
氏
は
そ
れ
ま
で
以
上
に
繁
栄
を
誇
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
一
方
の
溶
陽
花
氏
に
し
て
も
、
自
己
の
存
在
を
危
う
く
し
か
ね
な
い
深
刻
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
十
六
・
七
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
世
界
は
大
き
な
変
動
期
を
迎
え
て
お
り
、
花
氏
の
住
む
遼
東
は
満
蒙
漢
の
交
錯
地
得
と
し
て
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
彼
ら
遼
東
の
漢
人
士
大
夫
層
は
、
中
国
(
漢
族
)
と
は
何
か
、
そ
し
て
そ
こ
に
生
き
る
自
分
は
何
者
で
あ
る
か
と
い
う
漢
人
士
大
夫
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
問
題
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
幸
い
に
も
、
溶
陽
の
沼
氏
は
う
ま
く
時
勢
に
乗
っ
て
新
政
権
の
中
枢
に
食
い
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
彼
ら
は
漢
族
で
あ
る
こ
と
を
一
且
は
放
棄
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
強
烈
な
危
機
感
に
見
舞
わ
れ
、
ま
た
深
刻
な
自
己
変
一
革
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
危
機
感
は
何
も
遼
東
ば
か
り
で
な
く
、
山
海
関
以
南
の
中
圏
内
地
に
お
い
て
も
遅
か
れ
早
か
れ
起
こ
っ
た
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
よ
う
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
問
題
は
、
蘇
州
の
花
氏
に
も
同
様
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
遼
東
に
お
い
て
は
中
国
内
地
に
先
駆
け
て
、
し
か
も
よ
り
強
烈
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
喪
失
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
漢
人
士
大
夫
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
回
復
す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
、
そ
れ
が
自
己
の
ル
l
ツ
探
し
、
す
な
わ
ち
宗
族
の
再
結
集
で
【
mM
あ
っ
た
。
実
際
、
洛
陽
沼
氏
の
ル
l
ツ
探
し
は
明
代
半
ば
の
沼
錦
か
ら
既
に
始
ま
っ
て
い
る
が
、
あ
た
か
も
そ
れ
と
連
覇
す
る
か
の
よ
う
に
そ
の
頃
か
ら
明
朝
の
遼
東
経
営
は
次
第
に
ゆ
ら
ぎ
始
め
、
モ
ン
ゴ
ル
そ
し
て
最
後
は
満
洲
族
の
支
配
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
遼
東
が
完
全
に
満
洲
族
の
手
に
掌
握
さ
れ
た
時
、
花
文
程
は
逆
に
自
分
が
蘇
州
の
沼
氏
と
同
じ
祖
先
を
持
つ
と
い
う
点
を
一
つ
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
、
満
洲
政
権
に
近
づ
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
人
関
以
後
の
沼
氏
た
ち
は
、
た
と
え
清
朝
の
特
権
階
層
た
る
八
旗
人
と
は
い
え
、
時
が
変
わ
れ
ば
そ
の
地
位
も
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
と
く
に
彼
ら
八
旗
漢
軍
は
同
じ
旗
人
で
も
八
旗
満
洲
や
八
旗
蒙
古
に
比
べ
て
、
必
ず
し
も
確
固
た
る
地
位
や
特
権
を
享
受
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
官
僚
ポ
ス
ト
を
取
っ
て
み
て
も
彼
ら
に
は
い
わ
ゆ
る
「
満
敏
」
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
が
特
別
に
用
意
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
旧
明
朝
の
官
僚
や
入
関
以
後
新
た
に
採
用
さ
れ
た
中
国
人
官
僚
と
競
合
せ
ざ
る
を
え
《
mv
な
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
そ
の
よ
う
な
不
安
定
な
状
態
が
頂
点
に
達
し
た
の
が
濯
正
時
代
で
あ
り
、
第
二
節
で
見
た
沼
氏
の
危
機
も
そ
う
し
た
彼
ら
の
政
治
的
立
場
を
如
実
に
反
映
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
蘇
州
の
名
族
花
氏
と
結
ぶ
こ
と
は
、
没
落
を
防
ぐ
た
め
の
長
期
的
な
保
険
と
し
て
、
ま
た
社
会
的
声
望
を
獲
得
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
も
実
に
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
。
実
際
、
蘇
州
の
義
荘
や
桐
堂
の
修
復
に
熱
意
を
燃
や
し
た
の
は
文
程
よ
り
も
、
む
し
ろ
承
諜
・
承
勲
な
ど
彼
の
子
供
た
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
面
白
い
こ
と
に
そ
の
と
き
修
復
し
た
嗣
堂
の
中
に
は
「
文
粛
公
洞
」
と
い
う
酌
名
の
洞
堂
が
あ
り
、
彼
ら
は
系
譜
を
接
合
し
た
だ
け
で
な
く
自
分
達
得
の
洞
堂
ま
で
し
っ
か
り
と
建
て
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
譜
い
て
は
既
に
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
時
文
粛
公
と
は
彼
ら
の
父
文
程
の
誼
号
で
あ
り
、
そ
の
洞
堂
は
明
代
以
胡
前
に
は
な
く
康
照
年
間
の
洞
堂
復
興
時
に
新
た
に
建
て
ら
れ
た
も
の
闘
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
蘇
州
の
族
人
が
義
荘
復
興
の
返
礼
に
建
て
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
溜
陽
沼
氏
が
自
分
の
存
在
を
印
象
づ
け
る
た
め
に
自
ら
の
手
で
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
9 
も
っ
と
も
、
彼
ら
が
ど
こ
ま
で
蘇
州
の
花
氏
と
親
密
な
つ
き
合
い
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
か
は
疑
問
が
あ
ろ
う
。
前
節
で
も
見
た
よ
う
に
、
彼
ら
と
蘇
州
と
の
関
係
は
澗
堂
の
復
興
と
い
う
族
的
な
レ
ベ
ル
で
あ
っ
て
、
個
人
的
あ
る
い
は
私
的
レ
ベ
ル
で
の
つ
き
合
い
は
一
切
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
む
し
ろ
彼
ら
に
と
っ
て
大
事
な
の
は
実
質
よ
り
も
形
式
、
あ
る
い
は
同
族
で
あ
る
と
い
う
証
拠
、
す
な
わ
ち
そ
れ
が
文
字
に
書
か
れ
た
系
譜
で
あ
り
、
ま
た
目
に
見
え
る
洞
堂
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
以
上
見
て
き
た
こ
と
は
ま
さ
に
「
適
週
間
」
と
い
う
現
象
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
な
り
小
な
り
多
く
の
宗
族
に
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
明
末
清
初
期
の
危
機
的
な
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
以
上
、
五
節
に
わ
た
り
蘇
州
・
洛
陽
両
沼
氏
の
系
一
譜
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
が
果
た
し
て
表
題
の
通
り
本
当
に
作
為
さ
れ
た
も
の
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
実
は
今
も
っ
て
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本
稿
は
羊
頭
狗
肉
の
誘
り
を
免
れ
ま
い
。
し
か
し
、
こ
の
両
者
に
よ
る
系
譜
の
接
合
が
当
時
一
般
に
行
わ
れ
た
「
通
譜
」
と
同
じ
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
は
お
互
い
の
現
実
的
な
利
害
関
係
や
漢
人
士
大
夫
と
し
て
の
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
問
題
な
ど
が
複
雑
に
絡
み
あ
っ
図2
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101 作為された系譜(遠藤〕
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
思
う
。
そ
こ
で
、
最
後
に
こ
の
時
期
に
お
け
る
宗
族
(
血
縁
)
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
別
の
角
度
か
ら
考
え
て
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。
そ
れ
は
Amv 
-
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
宗
族
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
さ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
の
は
中
国
史
研
究
の
上
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
一
つ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
の
が
『
家
乗
』
巻
二
四
「
流
寓
録
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
蘇
州
の
花
氏
か
ら
枝
分
か
れ
し
た
同
族
の
記
録
で
あ
り
、
そ
の
中
に
彼
ら
が
保
存
し
て
い
る
族
譜
名
が
散
見
す
る
。
そ
れ
を
列
挙
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
山
東
芝
陽
支
譜
/
上
海
知
皐
・
圃
沙
二
支
譜
/
無
錫
堰
橋
支
譜
/
紹
興
・
郵
豚
各
支
譜
/
宜
興
讐
橋
支
譜
/
湖
州
脊
山
支
譜
/
杭
州
王
渓
支
譜
/
徽
州
笹
山
支
譜
/
常
熟
釣
渚
支
譜
/
常
熟
斜
橋
支
譜
/
呉
江
松
陵
支
譜
/
常
州
草
塘
支
譜
/
松
江
龍
門
支
譜
/
臭
江
九
曲
支
譜
/
桐
淫
支
譜
/
呉
江
荻
塘
支
譜
/
河
南
支
譜
/
毘
山
・
太
倉
各
支
譜
/
崇
明
支
譜
/
常
熟
大
河
支
譜
/
北
豪
支
譜
/
金
班
支
譜
/
虹
橋
支
譜
/
呉
江
同
川
支
譜
/
長
沙
支
譜
/
太
倉
沙
撲
支
譜
/
油
巷
支
譜
/
臭
江
平
川
支
譜
/
瀦
陽
支
譜
/
呉
橋
支
譜
/
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
沼
氏
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
蘇
州
と
江
西
・
溶
陽
の
三
者
に
と
ど
ま
ら
す
、
三
十
を
優
に
越
え
る
数
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
図
2
は
こ
の
分
布
を
地
図
に
示
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
見
る
と
沼
氏
の
同
族
は
蘇
州
付
近
の
江
蘇
省
か
も
っ
と
も
多
い
が
、
北
は
溶
陽
、
102 
南
は
撫
州
、
西
は
洛
陽
と
中
国
全
土
に
広
が
っ
て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
蘇
州
の
花
氏
は
単
に
蘇
州
に
住
む
族
人
の
み
に
よ
っ
て
存
続
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
実
は
こ
う
し
て
全
国
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
同
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
同
族
が
実
際
に
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
蘇
州
と
溶
陽
の
同
族
た
ち
は
日
常
生
活
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
常
に
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
お
互
い
に
顔
も
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
さ
え
言
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
事
情
は
ど
こ
の
宗
族
も
同
じ
で
あ
り
、
沼
氏
の
み
が
そ
う
だ
つ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
彼
ら
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
こ
う
し
て
族
譜
に
載
せ
ら
れ
て
時
に
は
情
報
を
交
換
し
、
危
機
的
な
状
況
の
中
で
何
ら
か
の
協
力
を
図
れ
る
よ
う
な
関
係
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
程
度
の
比
較
的
ゆ
る
い
関
係
を
、
こ
こ
で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
「
通
譜
」
な
と
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
花
氏
の
み
な
ら
ず
当
時
の
多
く
の
宗
族
が
共
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
時
の
中
国
社
会
は
こ
う
し
た
同
族
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
網
の
自
に
張
り
め
ぐ
、
り
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
当
時
の
官
僚
・
士
大
夫
の
聞
に
は
宗
族
を
中
心
と
【羽】
し
た
社
会
秩
序
の
再
編
と
い
う
発
想
も
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
当
時
ど
れ
ほ
と
分
布
し
ま
た
機
能
L
て
い
た
の
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
例
え
ば
「
盟
」
や
「
社
」
な
ど
宗
族
以
外
の
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
。
さ
ら
に
は
明
清
の
国
家
が
こ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
で
臨
ん
だ
の
か
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
筆
を
捌
き
た
い
。
註
〈
l
〉
岸
本
美
緒
「
明
宋
清
初
の
地
方
社
会
と
「
世
論
」
l
松
江
府
を
中
心
と
す
る
素
描
l
」
(
『
歴
史
学
研
究
』
第
五
七
三
号
、
一
九
八
七
年
)
提
A
昭
。
(
2
)
蘇
州
の
祐
氏
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
宋
宋
元
初
の
沼
氏
に
つ
い
て
江
南
士
人
層
の
一
類
型
l
」
(
『
歴
史
』
第
七
回
瞬
、
一
九
九
O
年
)
、
溜
陽
の
花
氏
に
つ
い
て
は
同
「
活
文
程
と
そ
の
時
代
l
清
初
遼
東
漢
人
官
僚
の
一
生
l
」
(
『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
第
六
輯
、
一
九
九
五
年
)
参
照
。
な
お
瀦
陽
花
氏
は
厳
密
に
は
溜
陽
で
は
な
く
撫
順
に
居
住
し
て
い
た
。
し
か
し
明
代
に
お
い
て
撫
順
盤
は
溜
陽
衛
の
属
下
に
あ
り
、
ま
た
『
家
乗
h
で
も
彼
ら
を
「
濯
陽
支
」
と
称
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
も
彼
ら
を
「
撫
順
諸
氏
」
で
は
な
く
「
藩
陽
花
氏
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
(
3
)
牧
野
巽
「
乾
隆
十
一
年
重
修
「
花
氏
家
乗
」
に
つ
い
て
」
(
司
牧
野
巽
著
作
集
第
三
巻
近
世
中
国
宗
族
研
究
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
O
年
〉
参
照
。
な
お
沼
氏
十
六
房
が
な
ぜ
南
宋
時
代
に
定
め
ら
れ
、
ま
た
103作為された系譜(遠藤)
固
定
し
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
前
註
(
2
)
拙
稿
に
も
あ
る
よ
う
に
南
宋
時
代
に
は
花
氏
義
荘
が
復
興
さ
れ
た
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
こ
と
と
関
係
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(
4
)
花
氏
に
代
表
さ
れ
る
宗
一
族
の
居
住
形
態
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
花
氏
義
荘
の
諸
位
・
掌
管
人
・
文
正
位
に
つ
い
て
l
宋
代
に
お
け
る
宗
族
結
合
の
特
質
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
第
六
O
号
、
一
九
八
八
年
)
参
照
。
(
5
〕
拙
稿
「
清
代
蘇
州
の
歳
寒
堂
宗
問
の
一
事
例
|
」
(
『
集
刊
東
洋
尚
子
』
第
六
九
号
、
一
九
九
三
年
)
第
二
節
参
照
。
(
6
)
松
江
府
の
木
棉
業
に
つ
い
て
は
西
嶋
定
生
『
中
園
経
済
史
研
究
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
)
、
及
び
宮
崎
市
定
「
明
清
時
代
の
蘇
州
と
軽
工
業
の
発
達
」
(
『
宮
崎
市
定
全
集
日
明
清
』
岩
波
書
居
、
一
九
九
二
年
所
収
)
参
照
。
な
お
澗
樫
鎮
に
つ
い
て
、
嘉
靖
『
松
江
府
志
』
巻
九
(
鎮
市
)
で
は
「
泊
種
市
」
と
な
っ
て
い
る
。
(
7
)
明
代
の
沼
氏
義
荘
に
つ
い
て
は
、
『
家
乗
』
巻
一
回
「
義
津
記
」
及
び
同
巻
二
ハ
「
義
荘
歳
記
」
、
並
び
に
清
水
盛
光
『
中
園
族
産
制
度
孜
』
(
岩
波
書
居
、
一
九
四
九
年
)
、
近
藤
秀
樹
「
沼
氏
義
荘
の
雄
選
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
一
二
巻
第
四
号
、
一
九
六
三
年
)
参
照
。
ま
た
、
史
料
中
に
見
え
る
王
儀
の
均
賦
改
革
に
つ
い
て
は
、
森
正
夫
『
明
代
江
南
土
地
制
度
の
研
究
』
(
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
八
年
)
参
照
。
(
8
)
宮
崎
市
定
「
明
代
蘇
松
地
方
の
士
大
夫
と
民
衆
|
明
代
史
素
描
の
試
み
」
、
同
「
張
薄
と
そ
の
時
代
」
(
い
づ
れ
も
『
全
築
日
』
所
収
〕
、
小
野
和
子
「
明
末
の
結
社
に
関
す
る
一
考
察
と
く
に
復
社
に
つ
い
て
」
(
『
史
林
』
第
四
五
巻
第
二
三
号
、
一
九
六
二
年
)
参
照
。
な
お
、
何
良
俊
司
四
友
粛
叢
説
』
巻
十
六
(
史
十
二
)
に
は
、
吾
松
江
興
蘇
州
連
壊
、
其
人
才
亦
不
大
相
逮
。
但
蘇
州
士
風
、
大
率
前
議
喜
汲
引
後
進
、
而
後
輩
亦
皆
推
重
先
達
。
有
一
善
、
則
褒
崇
賛
越
無
不
備
至
、
故
其
文
献
足
徴
。
E
ロ
松
則
絶
無
此
風
。
前
賢
美
事
皆
樫
浪
不
停
。
余
蓋
傷
之
薦
。
今
様
某
聞
見
所
及
、
刷
記
数
事
、
恨
不
能
詳
備
也
。
と
あ
り
、
当
時
の
蘇
州
と
怯
江
で
は
士
大
夫
の
聞
に
気
質
の
違
い
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
蘇
州
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
や
箔
允
臨
の
行
動
は
、
こ
う
し
た
気
風
の
違
い
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
(
9
)
『
類
徴
』
巻
一
一
九
(
詞
臣
五
)
「
活
必
英
行
欽
」
参
照
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
清
代
初
期
の
話
と
し
て
、
必
英
が
生
員
で
あ
っ
た
頃
蘇
州
の
と
あ
る
「
社
」
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
彼
が
允
臨
の
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
社
」
の
仲
間
に
歓
迎
さ
れ
た
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
清
初
の
蘇
州
に
は
ま
だ
明
末
の
余
風
が
残
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
滑
初
の
蘇
州
に
つ
い
て
は
、
寺
田
隆
信
「
蘇
州
の
突
廟
案
に
つ
い
て
」
(
『
星
博
士
退
官
記
念
中
国
史
論
集
』
、
同
記
念
事
業
会
、
一
九
七
八
年
所
収
)
参
照
。
〔
印
)
按
語
と
は
『
家
乗
』
(
乾
隆
十
一
年
重
修
)
の
編
者
で
あ
る
抱
興
本
・
安
瑠
ら
が
本
文
に
付
し
た
註
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
(
日
)
明
代
の
軍
戸
お
よ
び
そ
の
任
官
に
つ
い
て
は
、
子
志
嘉
『
明
代
軍
戸
世
民
制
度
』
(
学
生
害
局
、
一
九
八
七
年
)
、
同
「
明
代
軍
戸
の
社
会
的
地
位
に
つ
い
て
l
科
挙
と
任
官
に
お
い
て
」
(
『
東
洋
学
報
』
第
七
}
巻
第
三
・
四
号
、
一
九
九
O
年
)
参
照
。
(
但
)
活
文
程
に
つ
い
て
は
前
註
(
2
)
拙
稿
「
活
文
程
と
そ
の
時
代
」
104 
参
照
。
(
M
U
)
宮
崎
市
定
『
薙
E
帝
』
(
『
全
集
M
薙
E
帝
』
岩
波
書
居
、
一
九
九
一
年
所
収
)
参
照
。
(
U
)
清
朝
入
関
後
の
八
旗
制
度
に
つ
い
て
は
、
孟
森
「
八
旗
制
度
考
賓
」
(
同
『
明
清
史
論
著
集
刊
』
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
第
二
次
印
刷
)
、
細
谷
良
夫
「
清
朝
に
於
け
る
八
旗
制
度
の
推
移
」
〈
『
東
洋
学
報
』
第
五
一
巻
第
一
号
、
一
九
六
八
年
)
、
香
坂
昌
紀
「
薙
正
年
聞
の
関
制
改
革
と
そ
白
背
景
」
(
『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
第
五
輯
、
一
九
九
二
年
)
参
照
。
ま
た
、
活
時
捷
に
つ
い
て
は
『
類
徴
』
巻
二
八
三
(
将
帥
二
三
)
参
照
。
(
日
)
た
だ
し
、
そ
の
後
の
櫨
陽
祐
氏
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
(
凶
)
周
知
の
よ
う
に
北
宋
時
代
に
お
け
る
蘇
州
の
沼
氏
は
官
僚
の
家
柄
と
し
て
知
ら
れ
、
仲
滝
・
純
仁
の
父
子
二
代
に
わ
た
る
進
士
を
出
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
兄
弟
や
子
孫
の
多
く
も
思
蔭
に
よ
っ
て
官
僚
と
な
っ
た
。
旧
法
党
系
の
派
閥
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
「
活
党
」
と
は
純
仁
を
筆
頭
と
す
る
沼
氏
の
子
孫
た
ち
を
指
し
た
言
楽
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
見
え
る
正
国
も
そ
の
流
れ
を
汲
む
者
の
一
人
で
あ
る
。
な
お
、
旧
法
系
の
名
籍
を
刻
し
た
「
元
結
構
籍
碑
」
(
司
金
石
翠
編
』
巻
一
四
四
所
収
)
に
は
、
指
純
仁
、
活
純
穂
、
活
純
粋
、
花
正
平
の
四
人
の
名
が
見
え
る
。
(
げ
)
史
料
中
の
「
剃
湖
北
路
漕
運
使
」
と
は
、
転
運
使
あ
る
い
は
発
運
使
を
指
す
と
恩
わ
れ
る
が
、
未
詳
。
民
国
『
湖
北
通
士
山
』
巻
一
一
一
(
職
官
五
)
に
よ
れ
ば
、
彼
は
紹
興
十
五
(
一
一
四
五
)
年
に
安
連
軍
節
度
使
の
職
街
を
帯
び
て
湖
北
に
赴
任
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
時
の
差
遣
は
不
明
だ
が
、
あ
る
い
は
臨
時
的
に
漕
運
使
と
い
う
名
の
官
職
に
任
命
さ
れ
た
か
。
ま
た
、
「
時
相
」
に
つ
い
て
、
明
宋
宰
輔
編
年
鎌
校
補
』
に
よ
れ
ば
、
秦
槍
は
紹
興
八
年
三
月
か
ら
二
五
年
十
月
ま
で
宰
相
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
正
国
が
紹
興
十
五
年
に
湖
北
に
赴
任
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
時
相
」
は
秦
檎
と
考
え
て
よ
い
と
恩
わ
れ
る
。
な
お
、
『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
巻
九
四
、
紹
興
五
年
十
月
甲
辰
の
条
に
は
、
正
国
が
中
書
舎
人
の
胡
寅
に
弾
劾
さ
れ
て
広
西
提
点
刑
獄
を
罷
免
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
宰
相
は
秦
槍
と
政
治
路
線
を
異
に
す
る
組
問
・
張
凌
の
二
人
で
、
胡
寅
も
こ
の
二
人
に
巡
な
る
人
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
時
相
」
を
こ
の
二
人
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
そ
れ
で
は
正
国
の
官
職
に
食
い
違
い
が
出
て
く
る
。
一
方
、
『
要
録
』
巻
一
四
七
、
紹
興
十
二
年
十
月
の
条
に
よ
れ
ば
、
彼
は
広
西
転
運
判
官
(
官
位
は
朝
散
郎
・
正
七
品
)
だ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
文
に
よ
れ
ば
彼
は
朝
請
大
夫
(
従
六
品
)
の
官
位
を
も
っ
て
湖
北
漕
運
使
に
な
っ
た
と
あ
る
か
ら
、
湖
北
に
赴
い
た
の
は
こ
の
紹
興
十
二
年
よ
り
も
あ
と
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
時
相
」
と
は
や
は
り
秦
櫓
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
(
凶
)
本
文
で
も
見
た
よ
う
に
、
蘇
州
沼
氏
と
江
西
沼
氏
と
は
宋
代
以
来
の
関
係
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
『
家
乗
』
巻
二
四
(
流
寓
録
)
に
も
そ
の
こ
と
は
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
溜
陽
沼
氏
の
場
合
に
は
直
接
蘇
州
か
ら
分
か
れ
た
の
で
は
な
く
江
西
か
ら
分
か
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
同
巻
で
は
江
西
沼
氏
(
三
世
孫
浩
正
国
)
の
付
録
と
い
う
形
で
記
録
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
蘇
州
と
諮
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陽
、
あ
る
い
は
江
西
と
棒
陽
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
地
方
志
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
『
家
乗
』
に
お
い
て
も
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
な
い
。
(
悶
)
史
料
中
に
見
え
る
司
馬
と
は
兵
部
尚
書
の
雅
名
(
か
つ
て
の
大
司
馬
)
と
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
、
銀
が
兵
部
尚
書
の
任
に
あ
っ
た
の
は
極
め
て
短
期
間
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
職
街
を
帯
び
て
外
任
に
出
た
と
い
う
記
事
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
第
三
節
に
掲
げ
た
「
文
正
書
院
世
徳
源
流
碑
記
」
に
よ
れ
ば
「
議
渓
公
箆
仕
水
部
、
出
完
格
武
林
、
始
得
詳
幾
平
調
成
本
末
」
(
藩
渓
公
(
錦
〉
は
工
部
(
主
事
)
が
初
任
で
、
杭
州
で
税
務
の
任
に
あ
っ
た
と
き
、
は
じ
め
て
楽
平
か
ら
溜
陽
に
流
さ
れ
た
事
情
を
知
っ
た
)
と
あ
り
、
「
莞
棺
武
林
」
と
は
こ
こ
で
は
桁
江
布
政
使
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
が
江
西
の
沼
氏
と
接
触
を
持
っ
た
の
は
兵
部
尚
書
で
は
な
く
、
所
江
布
政
使
の
時
で
あ
ろ
う
。
(
加
)
司
鏡
州
府
志
』
に
は
同
治
刊
本
の
ほ
か
に
、
正
徳
刊
本
・
康
照
刊
本
な
と
が
あ
る
が
、
未
見
。
〔
訳
註
〕
「
木
本
水
源
」
り
『
左
伝
』
昭
公
九
年
。
「
李
延
訪
」
『
八
旗
通
志
』
(
初
集
)
巻
一
九
九
、
李
朔
鳳
伝
。
た
だ
し
「
延
訪
」
が
彼
の
字
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
不
明
。
し
か
し
、
前
註
(
2
)
拙
稿
「
花
文
程
と
そ
の
時
代
」
に
eの
あ
る
よ
う
に
、
矧
鳳
は
満
洲
時
代
よ
り
文
程
と
交
際
の
あ
る
八
旗
人
で
、
江
西
巡
撫
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
の
李
と
は
期
鳳
の
こ
と
と
考
え
て
誤
り
な
い
。
「
九
叔
租
韓
滑
者
/
呉
園
鮮
」
-
未
詳
。
「
洛
陽
遺
愛
閥
、
井
巡
撫
寧
夏
碑
記
」
'
未
詳
。
た
だ
錦
は
河
南
知
府
及
び
寧
夏
巡
撫
を
歴
任
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
の
文
章
と
思
わ
れ
る
。
「
余
之
組
韓
澄
」
『
家
乗
』
巻
五
、
文
程
伝
に
よ
れ
ば
、
彼
の
祖
父
は
「
沈
」
と
あ
る
の
で
、
図
l
の
系
図
は
『
家
乗
』
に
従
っ
た
。
「
叙
派
」
日
未
詳
。
(
引
)
康
照
十
八
年
に
は
明
史
館
が
再
開
さ
れ
、
ま
ず
『
明
史
稿
』
が
で
き
た
。
必
英
が
携
わ
っ
た
の
も
こ
の
編
纂
と
恩
わ
れ
る
が
、
現
存
の
『
明
史
稿
』
に
は
彼
の
名
は
見
え
な
い
。
な
お
、
靖
代
の
科
挙
お
よ
び
制
科
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
市
定
『
科
挙
史
』
(
『
全
集
日
科
挙
』
所
収
)
参
照
。
(
包
)
『
家
乗
』
巻
二
四
(
流
寓
録
)
に
は
「
藩
陽
支
譜
」
の
存
在
を
知
ら
せ
る
記
事
が
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
多
賀
秋
五
郎
『
宗
譜
の
研
究
(
資
料
篇
)
』
〈
東
洋
文
庫
、
一
九
六
O
年
)
や
『
ユ
タ
系
図
協
会
中
国
族
譜
目
録
』
(
近
藤
出
版
社
、
一
九
八
八
年
〉
な
ど
に
は
滞
陽
活
氏
の
族
譜
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
将
来
あ
る
い
は
我
々
が
そ
れ
を
自
に
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
、
そ
の
場
合
お
そ
ら
く
そ
こ
に
は
宋
代
以
来
の
播
陽
活
氏
の
系
譜
が
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
筆
者
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
そ
れ
が
事
実
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
な
ぜ
彼
ら
が
そ
う
ま
で
し
て
自
分
の
ル
l
ツ
探
し
を
す
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
(
お
)
岸
本
氏
前
註
(
l
)
論
文
参
照
。
な
お
、
井
上
徹
「
宗
族
形
成
の
再
開
i
明
代
中
期
以
降
の
蘇
州
地
方
を
対
象
と
し
て
!
』
(
『
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告
』
一
八
、
一
九
九
四
年
)
及
び
鈴
木
博
之
「
明
代
に
お
け
る
宗
洞
の
形
成
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
第
七
一
号
、
一
九
九
四
年
)
に
お
い
て
も
、
こ
の
頃
に
宗
族
の
結
集
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
(
担
)
前
註
〈
7
)
参
照
。
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(
お
)
嗣
堂
復
興
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
前
註
(
5
)
拙
稿
参
照
。
(
勾
)
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
い
う
言
葉
は
こ
れ
ま
で
の
中
国
史
研
究
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
中
華
文
明
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
有
効
な
問
題
の
一
つ
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
史
学
会
編
『
ア
ジ
ア
史
か
ら
の
問
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
複
合
と
地
域
社
会
』
(
山
川
出
版
社
、
一
九
九
一
年
)
、
瀬
川
昌
久
町
客
家
華
南
漢
族
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
!
と
そ
の
境
界
l
』
(
風
響
社
、
一
九
九
三
年
)
参
照
。
な
お
、
中
国
文
明
白
展
開
に
つ
い
て
は
岡
崎
文
夫
『
貌
菅
南
北
朝
通
史
』
(
弘
文
堂
、
一
九
三
二
年
)
外
篇
、
及
び
宮
崎
市
定
「
東
洋
に
お
け
る
素
朴
主
義
の
民
族
と
文
明
主
義
の
社
会
」
(
『
全
集
2
東
洋
史
』
所
収
)
参
照
。
(
幻
)
前
註
(
比
〕
参
照
。
(
部
)
前
註
〔
5
)
拙
稿
参
照
。
な
お
、
そ
の
中
に
図
E
と
し
て
「
文
正
書
院
義
荘
全
図
」
を
掲
載
し
た
が
、
そ
こ
に
文
粛
公
洞
が
確
認
さ
れ
る
。
(
却
)
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
本
稿
で
は
ご
一
者
聞
の
人
間
関
係
お
よ
び
そ
の
集
積
」
と
規
定
し
て
お
き
た
い
。
中
根
千
枝
『
社
会
人
類
学
ア
ン
7
諸
社
会
の
考
察
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
第
三
刷
)
参
照
。
な
お
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
上
田
信
「
村
に
作
用
す
る
磁
力
に
つ
い
て
l
漸
江
省
郵
脈
動
勇
村
(
鳳
渓
村
)
の
履
歴
」
(
『
中
国
研
究
月
報
』
第
四
五
五
、
四
五
六
号
、
一
九
八
六
年
)
、
及
び
山
田
賢
「
中
国
移
住
民
社
会
に
お
け
る
地
域
秩
序
の
形
成
四
川
省
・
一
八
1
二
O
世
紀
」
(
前
註
(
部
)
『
ア
ジ
ア
史
か
ら
の
聞
い
』
所
収
)
で
は
こ
れ
を
「
回
路
」
と
呼
び
単
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
区
別
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
あ
ま
り
そ
う
し
た
区
別
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
。
(
叩
)
社
会
秩
序
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
註
(
l
)
岸
本
氏
論
文
、
及
び
山
田
賢
『
移
住
民
の
秩
序
靖
代
四
川
地
峨
社
会
史
研
究
』
(
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
)
参
照
。
〔付記〕本
稿
は
、
中
嶋
隆
蔵
・
三
浦
秀
一
『
中
国
知
識
人
の
精
神
構
造
の
展
開
に
つ
い
て
の
史
的
研
究
』
(
平
成
五
・
六
・
七
年
度
科
研
賞
一
般
(
B
)
報
告
書
、
一
九
九
六
年
三
月
)
所
収
の
拙
文
に
、
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
